
第二次南風原町男女共同参画計画

( ま じ ゅ ん プ ラ ン )

平成30年度進捗状況報告書



資料２

方針 １． 男女共同参画への意識づくり

(１)男女共同参画に関する情報の発信・効果的な広報活動等の推進（まじゅんプラン10～13P）
　

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

①多様な媒体を通
じた広報・啓発活
動

企画財
政課

第二次南風原町男女共同参画計画（まじゅんプラ
ン改訂版）及び概要版をホームページに掲載して
います。また、南風原町男女共同参画推進会議の
議事録も掲載し、町民へ広報・啓発を行いまし
た。

Ｂ

男女共同参画推進会議の内容を
ホームページで随時発信し、関係
団体による男女共同参画に関する
セミナーや講演会などの情報も広
報します。

従来の広報誌・ホームページでの
公開など不特定多数の人への広
報・啓発のみならず、区長会や女
性団体等交流会など団体への直接
的な広報・啓発も行います。

金城裕弥

②男女共同参画週
間等の機会を通じ
た啓発

企画財
政課

男女共同参画週間（6/23～6/29）には町民
ホール、ちむぐくる館、町立図書館や大型商業施
設（イオン南風原店）の「南風原ギャラリー」に
てパネル展や関連書籍のコーナーを設置・開催し
ました。また、兼城交差点の電光掲示板や広報誌
も活用し、男女共同参画の重要性・必要性につい
て広報・啓発を行いました。

B

引き続き、男女共同参画週間には
「町民ホール」や「南風原ギャラ
リー」にてパネル展を開催し、男
女共同参画の重要性・必要性につ
いて広報・啓発を行います。ま
た、その様子を広報誌やホーム
ページ、電光掲示板にて掲載する
とともに、町立図書館等におい
て、男女共同参画に関する書籍
コーナーなどを設置します。

「町民ホール」や「南風原ギャラ
リー」以外のパネル展開催場所を
検討するとともに、従来の広報
誌・ホームページでの公開のみな
らず、新たな媒体（SNSなど）の
活用も検討します。

金城裕弥

③第二次男女共同
参画計画の周知

企画財
政課

男女共同参画週間においてダイジェスト版の漫画
を展示しました。また、町ホームページにてま
じゅんプラン及びダイジェスト版を公開しまし
た。

Ａ

引き続き町ホームページにてま
じゅんプラン及びダイジェスト版
を公開しつつ、町職員への普及啓
発を図るため、男女共同参画推進
本部会議や、男女共同参画に関す
る職員研修を実施します。

町民への周知はもちろん重要であ
るが、まじゅんプラン策定後に採
用された職員も多く、計画を知ら
ない職員への周知・啓発を行いま
す。

金城裕弥

④男女共同参画推
進会議の充実

企画財
政課

平成３０年４月に第一回男女共同参画推進会議を
開催し第二次男女共同参画計画（まじゅんプラ
ン）の見直しについて議論をしました。また、９
月に第二回男女共同参画推進会議を開催し、平成
２９年度の事業進捗状況の確認について議論しま
した。

Ａ

１２月頃に男女共同参画推進会議
を開催する予定で、平成３０年度
事業の進捗状況について意見・提
案について議論をします。

１２月頃には推進会議を開催し、
事業進捗状況の確認を年度の早い
段階で行います。

金城裕弥

第二次男女共同参画計画の周知を図るため、ダイ
ジェスト版の作成を検討していきます。また、男女
共同参画をテーマにしたフェスティバル等の開催を
図り、町民との協働により、男女共同参画の考え方
えをわかりやすく伝えるための寸劇の実施や男女共
同参画に関する標語・ポスターの募集・発表などを
行うなど、第二次男女共同参画計画の周知徹底を行
います。

男女共同参画に向けた効果的・具体的な取り組みの
提言を行う組織として男女共同参画推進会議の継続
実施・充実を図ります。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

広報誌やホームページ等の様々な媒体を通じて、男
女共同参画の重要性及び必要性について、広報・啓
発を行います。また、男女共同参画についての情報
誌発刊を図ります。

男女共同参画週間(毎年6月23～29日)に合わせ、広
報誌での特集を組むとともに、役場ロビーにおいて
男女共同参画パネル展・女性団体活動展の継続開催
を図り、男女共同参画に関する意識啓発を図りま
す。また、各字公民館や大型商業施設等といった町
民が日常的に利用する施設や、町内での各種イベン
ト機会を活用し、男女共同参画パネル展等の実施を
図ります。

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針 １． 男女共同参画への意識づくり

(１)男女共同参画に関する情報の発信・効果的な広報活動等の推進（まじゅんプラン10～13P）
　

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

⑤「まじゅんプラ
ン」推進に向けた
町民組織の育成支
援・連携体制の充
実

企画財
政課

12月に女性団体等交流会を開催し、各女性団体
間の交流及び意見交換を図りました。内容とし
て、沖縄県女性海外セミナーに参加した方による
研修報告、ＬＧＢＴ等性の多様性について町職員
による説明会を行い、町内女性団体の代表者の方
との情報共有も行いました。

Ａ

引き続き女性団体等交流会を開催
するとともに、那覇人権啓発活動
地域ネットワーク協議会に参加
し、人権擁護委員との連携を図り
ます。

金城裕弥

⑥庁内推進体制の
整備

企画財
政課

男女共同参画推進本部会議を７月に開催しまし
た。
平成２９年度事業の進捗状況及びまじゅんプラン
の中間見直しの内容について確認しました。
また、１１月には町職員及び関係者向けの研修会
を開催し、職員への周知を図りました。

Ａ

１０月頃に推進本部会議を開催
し、平成３０年度事業の進捗状況
を確認します。
また、職員研修については引き続
き開催を予定します。

金城裕弥

⑦男女共同参画条
例の制定

企画財
政課

県内他市町村の条例制定状況及び、男女共同参画
計画の策定状況について調査しました。
　条例制定済み市町村：１５
　計画策定済み市町村：１９
（平成３０年４月１日時点）

C
条例制定に向け、先進市町村の事
例など情報収集を行います。

金城裕弥

⑧女性問題解決の
ための国内外の情
報の収集・提供

企画財
政課

男女共同参画週間（6/23～6/29）に「町民
ホール」においてパネル展を開催し、国内外の先
進事例についても広報・啓発を行いました。

B
国内外の先進事例等の情報収集に
努め、町民に情報提供します。

国や県が発刊する広報誌などを活
用し、情報提供に努めます。

金城裕弥

⑨男女共同参画に
関する実態の把握

企画財
政課

意識調査は実施できておりませんが、こども課の
母子相談窓口や社会福祉協議会の実施するふれあ
い相談の担当者からヒアリングを行い、南風原町
の相談内容の実態把握を行いました。

B
必要に応じて各種意識調査等を行
います。

新しく計画を策定する際には、ア
ンケート調査等を実施して、現状
把握に努めます。

金城裕弥

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

地域や職域等で男女共同参画や、人権問題等に関す
る調査、研究などの取組みを行う団体の育成を支援
します。併せて、各施策の推進をそうした団体と協
働で行えるよう、連携・支援体制の構築に努めま
す。

全庁的に男女共同参画を推進していくため、庁内の
推進本部会議の定期的な開催を行うとともに、職員
研修の機会を通し、本計画の職員への周知を図りま
す。

男女共同参画社会を実現するため、町民の共通の目
標となる｢南風原町男女共同参画条例（仮称）｣の制
定を目指します。

様々な女性問題の解決のため国内外の先進事例等の
情報を収集し、住民に提供します。

男女共同参画に関する各種意識調査等を町民や職員
に必要に応じて実施し、社会の変化や実態を把握
し、その結果が反映されるよう施策します。

平成30年度実績の評価

A:実施できた B：概ね実施することができた

C:一部しか実施できなかった D:実施できなかった
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資料２

方針 １． 男女共同参画への意識づくり

(２)固定的な役割分担意識の変革（まじゅんプラン14～17P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

こども
課

男女平等の意識をつけるため、保育士において、
男女とも「さん付け」で呼ぶことや、整列の際に
も男女混合にしています。

Ａ 平成30年度実績に同じ。
今後もこれまでどおり実施しま
す。

仲里厚子

学校教
育課

幼稚園では名前を呼ぶときは‘○○さん’で統一
して男女分けしていません。また、ゴムぞうりも
男女で色分けせず、クラス単位で色分けしていま
す。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

②学校教育での
ジェンダー平等に
ついての学習機会
の充実

学校教
育課

各学校において道徳教育推進教師、人権教育担当
が計画的に推進しています。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

③男女混合名簿の
導入

学校教
育課

町立幼稚園、町立小学校で男女混合名簿を導入し
ています。

B
町立中学校において男女混合名簿
を導入に取り組みます。

町立幼稚園・小学校・中学校で男
女混合名簿の実施します。

大城　圭

④主体的な進路選
択を支えるキャリ
ア教育の推進

学校教
育課

「学校応援隊はえばる」など地域ボランティアの
活用し、キャリア教育・進路指導の計画を立案
し、職場体験学習等において指導しています。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

こども
課

特別な研修は行っていませんが、男女平等の意識
をつけるため、保育士において、男女とも「さん
付け」で呼ぶことや、整列の際にも男女混合にす
るよう、日々確認し実践しています。

Ａ 平成30年度実績に同じ。
今後もこれまでどおり実施しま
す。

仲里厚子

学校教
育課

幼稚園では名前を呼ぶときは‘○○さん’で統一
して男女分けしていません。また、ゴムぞうりも
男女で色分けせず、クラス単位で色分けしていま
す。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

⑥生涯学習におけ
る男女共同参画に
関する学習機会の
充実

生涯学
習文化
課

性別役割分担意識の変革に向けて、公民館学級講
座において、男の料理教室（家庭料理、手打ち沖
縄そば）を実施しました。またその他の講座の募
集においても、性別に関わらず広く募集していま
す。

A 平成30年度実績に同じ。
今後も積極的に取り組んで行きま
す。

上原　守

男女共同参画を進める地域リーダーの育成や社会通
念的な性別役割分担意識の変革に向けて、各種講演
会や講座等において、男女共同参画の視点に立った
学習を推進します。

①固定的な性別役
割分担を意識させ
ない教育の推進

子どもの成長・価値観の形成に大きな影響を与える
幼児期において、家庭との連携のもと、保育所や幼
稚園で固定的な性別役割分担意識を植え付けない教
育を推進します。

道徳の時間や総合的な学習の時間等、あらゆる場面
を通し、固定的な性別役割分担意識を植え付けない
男女平等学習や男女を問わずＬＧＢＴ等、性の多様
性について、配慮が必要であることを理解するため
のジェンダー教育を含めた人権教育を推進します。

学校現場などでの先進事例の収集・調査や、校長・
教頭連絡会や教職員研修会での提案などを行い男女
混合名簿を導入します。

次世代を担う子どもたちが性別に捉われることな
く、それぞれが望む進路を主体的に選択でき、幅広
い分野に進めるよう、適切な進路指導やキャリア教
育の推進に努めます。

⑤男女平等教育に
関する研修の充実

保育士や教職員等の男女平等意識の高揚を図るた
め、研修機会の充実に努めます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針２ ． 男女が共に健康で安心して暮らすための条件整備

(１)人権意識の高揚及び女性に対する暴力の根絶（まじゅんプラン18～21P)

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

企画財
政課

男女共同参画週間（6/23～6/29）に「町民
ホール」においてパネル展を開催し、メディア・
リテラシーについての広報・啓発を行いました。

B
国や県、他市町村の情報収集を行
い、メディア・リテラシー育成に
関する情報発信を行います。

金城裕弥

学校教
育課

いじめ防止を例題として、SNSなどの取り扱い
など、ネット情報について、授業の中で指導しま
した。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

②学校教育での人
権教育等の推進

学校教
育課

教育計画の中で「人権教育計画」を立案し実施し
ています。弁護士によるいじめ防止授業などの実
施しています。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

企画財
政課

男女共同参画週間（６／２３～６／２９）におい
てDVについてのパネルを「町民ホール」、「南
風原ギャラリー」に展示して身体的・精神的・性
的暴力など様々なケースがDVに該当する事を周
知しました。
また、女性に対する暴力をなくす運動パネル展
（１１／１２～１１／２５）を開催し、町民への
啓発を図りました。

B

引き続きパネル展を開催するとと
もに、関係各課と連携してあらゆ
る暴力の根絶に向けた効果的な周
知活動を展開します。

金城裕弥

こども
課

・窓口へのパンフレットの設置
・相談者へ女性相談所を口頭で案内したり、パン
フレットを渡しています。

Ａ 平成30年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 平田かおり

保健福
祉課

民生委員・児童委員研修会において、地域包括支
援センターが高齢者虐待の対応窓口であることや
虐待対応について周知を図りました。その他、地
域包括支援センターのポスターやパンフレットを
作成、町の広報に掲載する等して周知活動に努め
ています。

A

広報や民生委員児童委員等への勉
強会を通じて、高齢者虐待対応の
窓口が地域包括支援センターであ
ることを周知します。

狩俣真季子

学校教
育課

道徳の授業等で、生命尊重・思いやり等について
の学習を行いました。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

企画財
政課

町ホームページにて相談窓口一覧を掲載しまし
た。男女共同参画週間パネル展においてもチラシ
を設置して、周知を図りました。

B
引き続き相談窓口一覧等を活用し
て周知を行います。

金城裕弥

こども
課

南部福祉事務所に婦人相談員の設置がされている
ので、町での予定はありませんが、町では平成
27年度から社会福祉士を１名増員し相談体制の
強化を図っております。
・平成30年度の相談件数 ／２３５件

Ａ 平成30年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 平田かおり

④DV・虐待等に
対する相談窓口の
充実

DVやあらゆる性暴力の防止と被害者の保護を図る
ため、沖縄県女性相談所や南部配偶者暴力相談支援
センター等、DVについての関係機関相談窓口の周
知を行います。また、役場内においては、女性相談
員の増員を図るなど、プライバシーに配慮した相談
窓口の充実を図ります。

記入担当者
(フルネーム)

①メディア・リテ
ラシー育成講座の
開催

メディアの流す情報に含まれる社会的固定概念等に
対して敏感な視点を持つことができるよう、メディ
アの適切な利用や、情報を主体的に読み解き・発信
する能力を養うメディア・リテラシー育成講座の開
催を検討していきます。

人権ガイドブックの活用をはじめ、道徳の時間や平
和学習、総合的な学習の時間等、あらゆる場面を通
し、学校教育での人権教育やDV等の教育を推進し
ます。

③DV・虐待等に
対する情報提供の
充実

配偶者や恋人等からの暴力を根絶するため、DV防
止法の周知徹底を図るとともに、ポスター等各種広
報媒体を活用し、身体的・精神的・性的暴力などの
様々なケースがDVに該当することを周知します。
また、関係各課との連携のもと、高齢者虐待防止法
や障害者虐待防止法等の周知と合わせ、あらゆる暴
力・性犯罪等の根絶に向けた効果的な周知活動を展
開します。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった

4



資料２

方針２ ． 男女が共に健康で安心して暮らすための条件整備

(１)人権意識の高揚及び女性に対する暴力の根絶（まじゅんプラン18～21P)

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

企画財
政課

要保護児童等対策地域協議会へ参加し、各関係機
関と意見交換しました。

A
引き続き要保護児童等対策地域協
議会へ参加します。

金城裕弥

こども
課

要保護児童対策地域協議会設置済み。
代表者会議（1回）、実務者会議（3回）、
個別ケース会議（４８回）

Ａ
代表者会議（1回）、実務者会議
（3回）、個別ケース会議（必要
に応じて開催）

これまで通り実施します。 平田かおり

保健福
祉課

要保護児童等対策地域協議会に参加し、情報共有
を図り必要に応じてサービス等の利用に繋げる等
各関係機関との連携を図りました。

Ａ
引き続き、要保護児童等対策地域
協議会に参加し連携強化に努めま
す。

當間しのぶ

学校教
育課

要保護児童対策地域協議会やケ－ス会議への参
加。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

企画財
政課

ポスター・チラシ、ホームページ等を活用して、
DVに関する事例や相談窓口を周知することで、
被害者が早い段階で相談し、一時保護に繋げられ
るよう関係機関と連携しています。

A
引き続き関係機関と連携を図りま
す。

金城裕弥

こども
課

県の関係機関と調整して、一時的な避難に関して
も適宜対応しています。

Ａ
平成30年度同様に、案件ごとに適
切に対応していきます。

県の関係機関と連携して取り組み
ます。

平田かおり

⑦住民基本台帳事
務等における被害
者保護支援措置の
実施

住民環
境課

ＤＶ被害者の相談に応じ女性相談所等の公的機関
に支援措置申出書を送付しています。その後、住
所及び本籍地の戸籍附票の発行ロックを行い加害
者が被害者(申出人)の住所を探索することを防止
しています。

A

平成30年度同様、本人、世帯員以
外からの住民票等の請求で委任状
を添付している場合でも被害者(申
出人)に連絡を取り確認の上対応し
ていきます。

委任状添付の住民票等請求があっ
ても被害者(申出人)に連絡し委任
の確認を行います。

當銘育恵
DV及び虐待加害者が住民票の写し等を不当に利用
して被害者の住所を探索することを防止するため、
被害者からの申し出により支援借置を講じます。

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

⑤要保護児童等対
策地域協議会の充
実

DVや各種虐待の防止、適切な被害者の対応に向
け、要保護児童等対策地域協議会の充実を図るため
各関係機関との連携を強化し様々な事例に迅速に対
応できるよう努めます。

⑥既存施設を活か
したシェルター機
能(一時保護所)の
確保

沖縄県女性相談所との連携・調整を行う間、DV被
害者の一時的な保護の場所を連携して確保できるよ
う努めます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった

5



資料２

方針２ ． 男女が共に健康で安心して暮らすための条件整備

(２)生涯にわたる健康づくりへの支援（まじゅんプラン22～24P)

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

保健福
祉課

広報等を活用し、健診の受診勧奨や啓発に努めま
した。

A
引き続き広報等を活用し、健診の
受診勧奨や啓発に努めます。

真謝雅代

国保年
金課

婦人がん検診の通知を行うと共に、対象年齢の方
に無料クーポンを送付し受診勧奨を行いました。

A

本町在住の方を対象に、住民健診
（健康診査）事業、婦人がん検診
事業を実施し、健診（検診）受診
者に受診料の補助を行う予定で
す。

これまで通り実施します。 翁長恵美子

②リプロダクティ
ブ・ヘルス/ライツ
の意識啓発

保健福
祉課

健康相談等において、リプロダクティブ・ヘルス
/ライツの理念に基づいた相談や指導を行いまし
た。

A

引き続き健康相談時等においては
リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
の理念に基づいた相談や指導に努
めます。

真謝雅代

③母性保護と母子
保健の推進

保健福
祉課

親子健康発行時の保健指導・栄養指導を始め妊産
婦訪問、新生児訪問、マタニティーランチ学習会
等を実施しました。

A

引き続き親子健康発行時の保健指
導・栄養指導を始め妊産婦訪問、
新生児訪問、マタニティーランチ
学習会等を実施します。

真謝雅代

④性教育・思春期
教育の実施

学校教
育課

小４頃から保健体育の時間に実施しています。 A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

⑤高齢者の生きが
いづくりと介護予
防の推進

保健福
祉課

介護予防事業として、短期集中サービスC（筋力
トレーニング教室、水中運動教室）、一般高齢介
護予防通所事業、高齢者筋力トレーニング事業、
元気アップ訪問、操体教室、高齢者水中運動教
室、サーキットマシントレーニング教室、高齢者
体操教室(地区：通年型)、地域型ミニデイ、中央
型ミニデイ、リーダー養成講座（基礎編）等を実
施しました。

A

介護予防事業として、短期集中
サービスC（筋力トレーニング教
室、水中運動教室）、一般高齢介
護予防通所事業、高齢者筋力ト
レーニング事業、元気アップ訪
問、操体教室、高齢者水中運動教
室、サーキットマシントレーニン
グ教室、高齢者体操教室(地区：通
年型)、地域型ミニデイ、中央型ミ
ニデイ、リーダー養成講座（基礎
編）等を実施します。

今後高齢者の自立支援に資するよ
うな事業を地域ケア会議等を通し
て、検討していきます。

仲村るみ子

⑥高齢者の雇用に
関する支援

産業振
興課

平成２７年度末に構築した無料職業紹介システム
を活用し、求人・求職の斡旋を行いました。

C

無料職業紹介システムを活用し、
求人・求職の斡旋を行います。
町民への事業周知を図り、就労支
援を行います。

山中安麿

⑦男性が相談しや
すい環境づくり及
び相談窓口の周知

企画財
政課

男女共同参画週間にまじゅんプラン概要版にある
漫画を掲載したり、女性のエンパワーメントにつ
いてのパネルを展示し啓発を図りました。

A
引き続き男女共同参画週間でパネ
ル展を開催し町民向けの意識啓発
します。

金城裕弥

高齢になっても介護を必要とせず、生きがいを持っ
て暮らせるよう、生きがい活動支援通所事業（地域
型・施設型）等の介護予防事業の充実や老人クラブ
活動等への参加促進を図ります。特に生きがい活動
支援通所事業については男性の参加が少ないことか
ら、参加促進を働きかけます。

高齢者への就労支援として高齢者に対する就労機会
の拡大を企業へ啓発するなど、定年を迎えても働き
たいという方への働く環境の整備を支援します。

記入担当者
(フルネーム)

①住民健診・がん
検診の充実

男女が生涯にわたって心身共に健康に過ごせるよ
う、住民健診やがん検診などの保健事業を充実しま
す。特に、女性については、妊娠・出産期の健康管
理をはじめ、婦人がん検診の実施及び特定の年齢に
達した女性に対する子宮頸がん・乳がんを受診の啓
発を継続するなど性差に応じた支援に努めます。

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関す
る健康と権利）の理念について普及を図るため、講
演会等の実施に努めます。

妊娠出産に関する健康相談、保健指導、栄養指導
等、母子保健サービスを推進します。

男女がともに性に関する正しい知識を持ち、命の大
切さや親になることの意義、人権尊重について理解
と認識を深めるため、発達段階に応じた性教育・思
春期教育を推進します。

「男は仕事」というような固定的な役割分担意識を
変革させるために、様々な媒体を通じて男女共同参
画の啓発を行うと共に、男性相談窓口について周知
を行う。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(１)家庭生活における男女共同参画の推進（まじゅんプラン25～28P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

①仕事と家庭の両
立支援と働き方の
見直し

企画財
政課

男女共同参画週間にまじゅんプラン概要版にある
漫画を掲載したり、ワークライフバランスに関す
るチラシを掲示し啓発を図りました。

B

男女共同参画週間に「町民ホー
ル」や「南風原ギャラリー」で
ワークライフバランスについての
パネルを展示し、町民の意識啓発
に努めます。

金城裕弥

②子育て支援の充実
こども
課

次の事業を実施しました。
「病児・病後児保育」、「町外認可外保育園利用
世帯への助成」、さらに学童クラブを利用してい
る「ひとり親世帯補助」を行ないました。
(１)延長保育、(２)障がい保育、(３)学童クラブ
への支援、(４)認可外保育施設への支援、(５)子
育て支援拠点事業の支援(津嘉山)

Ａ 平成30年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 渡久地正貴

③介護サービス等
の充実

保健福
祉課

①地域ケア会議を通して、サービスの充実を検討
しました。また、高齢者サロンボランティア等を
対象に、介護予防リーダー養成講座を開催しまし
た。
②地域で認知症の人を支援する認知症サポーター
養成講座を開催しました。

A

①地域ケア会議を通して、地域課
題の把握をしサービスの充実に繋
げていきます。引き続き、介護予
防リーダー養成講座、認知症サ
ポーター養成講座を開催します。

①高齢者を支援するボランティア
等の育成・支援を継続します。

仲村るみ子

④ファミリーサ
ポートセンター事
業の周知及び利用
促進

こども
課

ファミリーサポートセンター事業（町社協へ委
託）
町民への周知・利用促進を図り、サポート会員と
しての参画を呼びかけています。
会員５６１名（H3１.3月末）

Ａ 平成30年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 渡久地正貴

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）が
保たれるよう、男女ともに働き方の見直しについて
啓発を図ります。

仕事と子育ての両立や、子育てが安心してできる環
境を整備するため、通常保育をはじめ多様な保育
サービス、幼稚園での預かり保育、学童クラブの充
実、認可外保育施設への支援等に努めます。また、
子育て支援拠点事業の周知に努めるとともに、地域
で子育てを応援する仕組みづくりの推進や男性の参
加促進を働きかけます。

介護サービスの充実を図るとともに、地域で高齢者
や障がい者を支援するボランティア等の育成・支援
に努めます。

ファミリーサポートセンター事業について、町民へ
の周知・利用促進を図ります。また、町民に対し、
サポート会員としての参画を広く呼びかけます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(１)家庭生活における男女共同参画の推進（まじゅんプラン25～28P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

⑤男性に向けた各
種研修会、講座等
の開催

生涯学
習文化
課

公民館学級講座「夏休み親子陶芸」「家庭料理」
「男の料理」を開講しました。男性の育児や家事
への積極的な取組に対する啓発を行い、家事・育
児を男女で分担するきっかけ作りを支援しまし
た。

A

公民館学級講座「夏休み親子陶
芸」「家庭料理」「男の料理」
「親子バルンアート」「お片付
け」を開講し、家事・育児を男女
で分担するきっかけ作りを支援し
ます。

今後も積極的に取り組んでいきま
す。

上原　守

⑥マタニティ教室
等への父親の参加
促進

保健福
祉課

マタニティランチ学習会や育児教室等への父親参
加を促して、実施しました。

A
引き続きマタニティランチ学習会
や育児教室等への父親参加を促し
て、実施します。

真謝雅代

生涯学
習文化
課

のぼりで公民館来館者への周知を行いました。ま
た、PTA支部懇談会などあらゆる機会を通して
「家庭の日」の周知を図りました。

A 平成30年度実績に同じ。 今後も推進していきます。 津波古充晃

学校教
育課

校長教頭連絡会や各学校便り等で周知していま
す。

A 平成30年度実績に同じ。 大城　圭

⑧家庭学級の推進
生涯学
習文化
課

各小・中学校PTAの文化教養委員と連携して家
庭教育学習を開催しました。また、土日に開催す
るなど、働く父親・母親が参加しやすいように工
夫しています。

A 平成30年度実績に同じ。 今後も推進していきます。 津波古充晃

⑨家族介護支援事
業の充実

保健福
祉課

年4回の家族介護教室、及び家族介護交流事業を
開催しました。（町社協へ委託）

Ａ 平成３０年度実績に同じ。
今後も町社協へ委託し、家族介護
支援事業の充実に努めます。

宮川　徹

男性を対象とした料理教室や講座等の実施により家
事能力の向上を図り男性の育児や家事への積極的に
取り組むことを啓発することで家事・育児を男女で
分担するきっかけ作りを支援します。

マタニティ教室への父親の積極的な参加を促し、出
産の喜びと苦労を両親で分かち合い、支えあってい
けるように努めます。

⑦「家庭の日」の
普及・啓発

家庭がともに過ごす時間を持つように心がけること
を推進するため、「家庭の日」（毎月第３日曜日）
の普及運動の周知や、児童生徒に対し絵画・ポス
ターコンクールへの応募を働きかけます。

各小・中学校PTAの文化教養委員が中心となり、家
庭教育に関する学習会や親子のふれあい事業、小中
６校合同の「教育講演会」を開催する「家庭教育学
級」を推進します。併せて父親の参加や、男女共同
参画をテーマにした学習機会の創出も働きかけま
す。

自宅で家族を介護している方を支援するため、介護
の方法等を学ぶ家族介護教室や、他の家族との交流
等を通して介護疲れを軽減する家族介護者支援交流
事業を継続します。また、介護は性別に関係なく家
族全員、社会全体で担うという認識のもと、家族介
護教室への男性の参加促進を働きかけます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(２)男女共同参画の視点に立った地域活動の促進（まじゅんプラン29～31P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

総務課 女性の自治会長４区/１９行政区 A 女性の自治会長４区/１９行政区 桃原　忍

企画財
政課

町民に対する出前講座を44回開催し、参加者は
全部で3,895人の参加がありました。町民の地
域活動への参画の促進を図りました。

A
引き続き、出前講座を開催し、町
民の地域活動への参画を推進しま
す。

金城裕弥

こども
課

民生委員・児童委員が地域で福祉活動等を行い、
町民の安全・安心の確保を担っています。
地域福祉活動等実績７，０９３件

Ａ

引き続き民生委員・児童委員が地
域で福祉活動等を行い、町民の安
全・安心の確保を担っていきま
す。

これまで通り実施します。 平田かおり

保健福
祉課

各字（自治会）老人クラブへ活動補助金を助成す
ることにより、自治会活動や様々な地域活動への
参画を促進しました。

A

昨年度同様各字（自治会）老人ク
ラブへの活動補助金を助成し、
様々な地域活動等への参画を促進
します。

引き続き各字（自治会）老人クラ
ブへの活動補助金を助成し、様々
な地域活動等への参画を促進して
いきます。

宮川　徹

国保年
金課

各字・自治会の特定健診受診協力員が町民への健
診受診の呼びかけを通しながら、自治会活動等へ
の参画を促進しました。

A

令和元年度も特定健診受診協力員
が集団健診への参加を呼びかけな
がら、自治会活動等への参画促進
につなげていきます。

これまで通り実施します。 翁長恵美子

教育総
務課

町体育協会各種競技大会において、各字自治会の
参加を促し、自治会活動の活性化を促進していま
す。

A
町体育協会の各種競技大会におい
て、各字自治会の参加を促し、自
治会活動の活性化を促進します。

砂川　敦

①町民の自治会活
動等への参加促進

性別にとらわれることなく多様な考え方が地域づく
りに活かされるよう、自治会活動や、環境・防犯・
防災など様々な地域活動への町民の参画を促進しま
す。

住民環
境課

環境保全の取り組みに興味関心があるのは高齢
者・女性・こどもが多い。資源ごみの集団回収は
様々な団体が登録して、集団回収事業に参画して
いる。はえばるエコセンターの運営も女性が運営
しており多様な参画を促進した。

資源ごみ集団回収、はえばるエコ
センターの環境講座

はえばるエコセンターが企画する
講座に男性も参画するよう働きか
ける。

冨里北斗A

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(２)男女共同参画の視点に立った地域活動の促進（まじゅんプラン29～31P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

生涯学
習文化
課

公民館出前講座を開講しました。民踊・三線・健
康体操・大正琴・カラオケ講座に男性・女性共参
加し、1５自治会で活かされました。

A
自治公民館出前講座の充実を図り
地域活動への参画を促します。

今後も積極的に取り組んでいきま
す。

上原　守

産業振
興課

　ふるさと博覧会や夏まつりキッズパーク等のイ
ベントを、町や各団体、住民みんなで協力して行
う事で、地域力を強化し、地域活動の参画を促進
しました。

B
各種イベントを通して、町民の地
域活動参加促進を行います。

コミュニティビジネス等の創出。 金城真弘

議会事
務局

平成30年５月16日(水)に｢第7回議会報告会｣を
イオン南風原店イベント広場で開催し、学生を含
め約30人が参加しました。
第20回はえばるふるさと博覧会において議会
ブースを設置しました。議会関連展示や議会録画
映像放映、アンケート調査を実施し、41人から
議会に関する意見を頂きました。

A

･平成31年５月20日(月)に｢第８
回議会報告会｣をイオン南風原店イ
ベント広場で開催予定。
･議会中継及び録画配信をスマート
フォンで閲覧可能になります。

･町HP・広報誌、ポスター掲示、
電光掲示板等さまざまな媒体を活
用し、多くの町民に参加を呼びか
け、議会への関心を高めていきま
す。

松本仁志

②社会制度・慣行
の見直しと意識づ
くり

企画財
政課

慣行の見直しに関する漫画が掲載された「まじゅ
んプランダイジェスト版」を町ホームページにて
公開しました。男女共同参画週間のパネル展示等
でも意識啓発を図りました。

B

引き続き、「町民ホール」や「南
風原ギャラリー」、その他の施設
で慣行の見直しに関するパネル展
示を行います。また町立図書館で
も関連書籍のコーナーを設置しま
す。

金城裕弥

実施事業名称または内容等
備考(現状、今後の方向性等 記入担当者

(フルネーム)

①町民の自治会活
動等への参加促進

性別にとらわれることなく多様な考え方が地域づく
りに活かされるよう、自治会活動や、環境・防犯・
防災など様々な地域活動への町民の参画を促進しま
す。

家庭、職場、地域社会などにおける社会制度や慣行
（社会通念・習慣・しきたり）について、男女が社
会の一員として対等な立場で意思決定をし、自らの
責任を果たせるようにしていくなど、意識の啓発に
努めます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(２)男女共同参画の視点に立った地域活動の促進（まじゅんプラン29～31P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

総務課

①情報公開及び個人情報保護制度運営委員会
（女性委員人3／8人中）
②明るい選挙推進協議会
（女性６人／１５人中）

A
可能な限り公募で委員募集を行
い、男女にとらわれず実施しま
す。

桃原　忍

企画財
政課

①まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会
（女性委員２人／１０人中）
②行政改革推進委員会
（女性委員3人／10人中）
③男女共同参画推進会議
（女性委員６人／9人中）

A

引き続き、各種審議会、委員会に
おいて公募により委員を募集及び
任命し様々な意見をまちづくりに
反映します。

金城裕弥

住民環
境課

①廃棄物減量等推進審議会委員会
（女性委員3人／９人中）

A
今年度事業系一般廃棄物手数料見
直しの審議会を開催予定。

自治会代表、事業者代表から女性
を委嘱するようにします。

冨里北斗

こども
課

①子ども・子育て支援会議
（女性委員４人／８人中）

Ａ
令和２年度からの第2期計画策定
に向けて、数回開催予定です。

これまで通り実施します。 渡久地正貴

保健福
祉課

地域包括ケア推進協議会委員
（女性委員2人/10人中）
障がい者自立支援協議会
（女性委員２人／１０人中）
健康づくり推進協議会
（女性委員3人／８人中）

Ａ
委員選任に際しては、多様な考え
が活かされるような登用に努めま
す。

仲村るみ子
當間しのぶ
神里　忍

国保年
金課

公募実績なし。
（｢国民健康保険運営協議会｣委員の任期が令和元
年8月のため）
H30.8.30、H30.11.13、H31.2.21、計3回
開催

A
現在の男女構成比率は男性５人女
性２人であり、男女比率を考慮し
選任します。

可能な限り公募で委員募集を行
い、男女にとらわれず実施しま
す。

亀田安憲

③協働のまちづく
りの促進

各種審議会、委員会において、可能な限り公募での
委員を募集し、男女にとらわれない様々な意見を取
り入れ町民と協働のまちづくりを推進します。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(２)男女共同参画の視点に立った地域活動の促進（まじゅんプラン29～31P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

教育総
務課

①スポーツ推進委員
（女性委員４人／９人中）
②教育事務点検評価審議会
（女性委員１人／３人中）
③学校給食共同調理場運営委員会
（女性委員１人／１４人）

A

スポーツ推進委員については
2019年度より１０名に増員予定
で、女性の比率を50％にする予定
です。

所轄する審議会・委員会は可能な
限り公募で行い、幅広い老若男女
の登用を進めます。

前城律子
砂川敦

田本安弘

学校教
育課

いじめ防止等専門委員会の有識者４名中、男性３
名、女性１名を選任しました。

A
いじめ防止等専門委員会の有識者
４名中、男性２名、女性２名を選
任する予定です。

高い専門性が求められるため公募
は難しいが、男女にとらわれずに
選任していきます。

照屋　政人

生涯学
習文化
課

①社会教育委員
（女性委員3人／５人中）
②公民館運営審議会委員
（女性委員２人／5人中）
③図書館協議会委員
（女性委員４人／5人中）
④文化財保護委員
（女性委員１人／5人中）
⑤文化センター企画運営委員
（女性委員２人／７人中）

A

・社会教育委員は、5名中3名の女性委
員を登用します。(任期：R元～R２年度)
・公民館運営審議会委員は、5名中2名
の女性委員を登用します。(任期：R元～
R２年度)
・図書館協議会委員は、5名中４名の女
性委員を登用します。（任期：R元～R
２年度）
・文化財保護委員は、5名中1名の女性
委員を登用します。(任期：R元～R２年
度)
・文化センター企画運営委員は、7名中
２名の女性委員を登用します。(任期：R
元～R２年度)

今後も積極的に推進していきま
す。

上原　守

まちづ
くり振
興課

①南風原町都市計画審議会
（女性委員1人／10人中）
②南風原町景観計画策定委員会
（女性委員1人／8人中）

A
①南風原町都市計画審議会
（女性委員1人／10人中）

都市計画審議会では、女性会会長
を登用し、景観計画策定委員は各
種団体から役員を募った結果、女
性会から登用する事がでました。

野原義幸

産業振
興課

南風原町中小企業・小規模企業振興審議会
（女性委員２人／10人中）

A
審議会委員に女性登用を積極的に
図ります。

女性委員登用を積極的に図りま
す。

金城民明

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

③協働のまちづく
りの促進

各種審議会、委員会において、可能な限り公募での
委員を募集し、男女にとらわれない様々な意見を取
り入れ町民と協働のまちづくりを推進します。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった

12



資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(３)職場における男女平等の実現・生活上の困難に直面する男女への支援（まじゅんプラン32～36P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

企画財
政課

男女の均等雇用に関する漫画が掲載されている
「まじゅんプランダイジェスト版」を町ホーム
ページにて公開しました。
また、男女共同参画週間ではパワー・ハラスメン
ト防止の意識啓発に関するパネルを展示するなど
周知を行いました。

B

引き続き、ダイジェスト版のホー
ムページ公開やパネル展での意識
啓発を行います。また、様々なハ
ラスメントについての啓発も行い
ます。

金城裕弥

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

②各種ハラスメン
ト（セクハラ、パ
ワハラ、マタハ
ラ、パタハラ等）
対策の周知

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

③働く女性への妊
娠中・出産後の配
慮

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

④育児・介護を支
える職場環境の整
備

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

⑤父親の働き方の
見直し・育児参加
等への啓発

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

①男女の均等な雇
用機会等の確保

職場において、採用・昇進・配置・教育訓練等で性
別によって不利な扱いを受けることがないよう、事
業所等への男女雇用機会均等法の普及・啓発を行い
ます。また、パートタイム労働者、契約社員、派遣
労働者等の適切な処遇・労働条件の改善に向けて、
パートタイム労働法の普及・啓発を図ります。加え
て、パワー・ハラスメントにより、労働者が不当な
扱いを受けることがないよう、「パワー・ハラスメ
ント」の周知に努めます。

誰もが働きやすい職場環境としていくため、事業主
に対し、職場の各種ハラスメント対策として雇用管
理上講ずべき措置の周知を行い、認識の向上や適切
な対処体制の構築等を促進します。

女性労働者が妊娠中・出産後において健康で働きや
すい職場づくりをめざすとともに、妊娠・出産を理
由とする不利益な扱いを受けないよう、啓発を行い
ます。

仕事と家庭生活の両立に向けて、事業所に対し育児
休業制度や介護休業制度の導入を働きかけるととも
に、男女ともに育児休業・介護休業等が取得しやす
い環境づくりを促進します。

厚生労働省のイクメンプロジェクトサイトについて
周知を図るなど、父親の働き方の見直し、育児参加
に関する啓発を行います。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針３．家庭・地域・職場における男女共同参画の環境づくり

(３)職場における男女平等の実現・生活上の困難に直面する男女への支援（まじゅんプラン32～36P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

⑥職労環境改善の
啓発

産業振
興課

チラシ、パンフレット等を窓口に設置し啓発を行
いました。また、商工会とも連携し、商工会窓口
にも設置しました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

企画財
政課

まじゅんプラン及びダイジェスト版を町ホーム
ページに掲載しました。ダイジェスト版には働く
女性に関する漫画も掲載されています。

B
関係機関と連携のもと女性の再就
職支援に向けた情報提供が出来る
よう努めます。

金城裕弥

産業振
興課

チラシ・パンフレット等を活用し周知しました。
H２７年度末に構築した無料職業紹介システムを
活用し、求人・求職の斡旋を行いました。

B
広報誌やHP等で周知、啓発を行っ
ていきます。

山中安麿

⑧働く男女の健康
管理対策の実施

総務課

　安全衛生委員会を開催し、人間ドックや職場健
診の受診状況及びストレスチェックの受験状況を
報告しました。
　人間ドックの受診勧奨、職場検診及び産業医に
よる休職者及びメンタル不調者の面談をプライバ
シーに配慮しながら、男女問わず実施。H28年
度からは全職員を対象にストレスチェックを実施
しており、今年度は高ストレス者２名の産業医面
談も実施しました。

A 平成３０年度実績に同じ。 大城裕昭

⑨ひとり親家庭へ
の支援・自立の促
進

こども
課

18歳未満の児童を扶養している母子及び父子家
庭等に対し、医療費の一部を助成し母子父子家庭
等の生活の安定と自立を支援しています。

Ａ 平成３０年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 平田かおり

⑩子どもの孤立
（貧困）の防止に
向けた支援体制の
構築

こども
課

教育委員会を含む各関係機関と連携し、孤立して
いる子ども達やその世帯の支援を行います。

Ａ 平成３０年度実績に同じ。 これまで通り実施します。 平田かおり

⑪若年期の自立支
援に向けたキャリ
ア教育等の充実

産業振
興課

毎年「海の日」に開催される夏まつりキッズパー
クにおいて、就学児童を対象に、就業意識向上の
ため、お仕事体験を行いました。
また、無料職業紹介システムを活用し、求人情
報、求職情報の発信、斡旋を行いました。

B

引き続き広報紙やHP等で周知、啓
発を行っていきます。無料職業紹
介所の活用を促進し、雇用の創出
に向けて取り組みます。

これまで通り実施します。 金城真弘

⑫家族従業者への
支援

産業振
興課

平成30年度末現在
家族経営協定農家　合計15組

A
平成31年度新規家族経営協定１
組、合計16組

今後も普及推進していきます。 金城　周
農業などにおいて女性が対等なパートナーとして経
営等に参画できるよう家庭経営協定の確立の普及を
促進します。

就業環境の改善を図るため、労働時間等設定改善
法、最低賃金等について町内企業への広報・啓発を
行います。

⑦女性の再就職支
援に向けた情報提
供

出産や子育てから手が離れた後の女性の雇用につい
て、関係機関との連携のもと、就職情報や講座に関
する情報提供等に努めます。

長時間労働の抑制によるメンタルヘルスの確保や職
場における健康管理を進めます。

母子父子家庭医療費助成事業の継続実施によりひと
り親家庭の負担軽減を図ります。また、母子家庭等
就業・自立支援センターなどの関係機関等との連携
のもと、自立に向けた生活就労支援や相談事業など
の支援策の実施に努めます。

働く自信がないなどの悩みを持つ若者の自立支援を
図るため、支援プログラムの作成や社会的自立・就
業的自立の支援を行う「地域若者サポートステー
ション」の紹介を行います。また、社会人・職業人
として自立できる人材を育成するため、沖縄県との
連携のもと「みんなでグッジョブ運動」の推進を図
り、若年者等の就業意識向上や雇用の創出に向けて
取り組みます。

全国に比べて特に深刻な沖縄の子どもの孤立（貧
困）やその他の問題を抱えている家庭への支援を行
います。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針４．女性の能力を活かすための積極的方策の推進

(１)政策・意思決定過程への女性の参画拡大（まじゅんプラン37～40P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

総務課

①情報公開及び個人情報保護制度運営委員会
（女性委員３人／８人中）
②明るい選挙推進協議会
（女性６人／１５人中）

B 平成３０年度実績に同じ。 大城裕昭

企画財
政課

①まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会
（女性委員２人／１０人中）
②行政改革推進委員会
（女性委員3人／10人中）
③男女共同参画推進会議
（女性委員６人／9人中）

B

引き続き、各種審議会や委員会に
おいても公募により委員を募集及
び任命し様々な意見をまちづくり
に反映します。

金城裕弥

住民環
境課

①廃棄物減量等推進審議会委員会
（女性委員3人／９人中）

B
今年度事業系一般廃棄物手数料見
直しの審議会を開催予定です。

自治会代表、事業者代表から女性
を委嘱するようにします。

冨里北斗

こども
課

①子ども・子育て支援会議
（女性委員４人／８人中）

Ａ
令和２年度からの第2期計画策定
に向けて、数回開催予定

これまで通り実施します。 渡久地正貴

保健福
祉課

地域包括ケア推進協議会委員
（女性委員2人/10人中）
障がい者自立支援協議会
（女性委員２人／１０人中）
健康づくり推進協議会
（女性委員3人／８人中）

B
委員選任に際しては、女性委員の
積極的な登用や幅広い人材の登用
に努めます。

仲村るみ子
當間しのぶ
神里　忍

国保年
金課

公募実績なし。
（｢国民健康保険運営協議会｣委員の任期が令和元
年8月のため）

B
現在の男女構成比率は男性５人女
性２人であり、男女比率を考慮し
選任します。

可能な限り公募で委員募集を行
い、男女にとらわれず実施しま
す。

亀田安憲

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

①審議会・委員会
など意思決定の場
での女性登用率の
向上

審議会・委員会委員の選任方法について、可能な限
り公募による委員を募集するなど女性委員が登用さ
れやすいように見直しを図り、幅広い人材の登用に
努めます。また、審議会・委員会等における女性委
員のいない審議会等の解消や、第四次総合計画の目
標である女性委員比率の５０%に向けて積極的に取
り組みます。

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針４．女性の能力を活かすための積極的方策の推進

(１)政策・意思決定過程への女性の参画拡大（まじゅんプラン37～40P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

教育総
務課

①スポーツ推進委員
（女性委員４人／９人中）
②教育事務点検評価審議会
（女性委員１人／３人中）
③学校給食共同調理場運営委員会
（女性委員１人／１４人）

B

スポーツ推進委員については
2019年度より１０名に増員予定
で、女性の比率を50％にする予定
です。

所轄する審議会・委員会は可能な
限り公募で行い、幅広い老若男女
の登用を進めます。

前城律子
砂川　敦
田本安弘

学校教
育課

いじめ防止等専門委員会の有識者４名中、男性３
名、女性１名を選任しました。

B
いじめ防止等専門委員会の有識者
４名中、男性２名、女性２名を選
任する予定です。

高い専門性が求められるため公募
は難しいが、男女にとらわれずに
選任していきます。

照屋政人

生涯学
習文化
課

①社会教育委員
（女性委員3人／５人中）
②公民館運営審議会委員
（女性委員２人／5人中）
③図書館協議会委員
（女性委員４人／5人中）
④文化財保護委員
（女性委員１人／5人中）
⑤文化センター企画運営委員
（女性委員２人／７人中）

B

・社会教育委員は、5名中3名の女性委
員を登用します。(任期：R元～R２年度)
・公民館運営審議会委員は、5名中2名
の女性委員を登用します。(任期：R元～
R２年度)
・図書館協議会委員は、5名中４名の女
性委員を登用します。（任期：R元～R
２年度）
・文化財保護委員は、5名中1名の女性
委員を登用します。(任期：R元～R２年
度)
・文化センター企画運営委員は、7名中
２名の女性委員を登用します。(任期：R
元～R２年度)

今後も積極的に推進していきま
す。

上原　守

まちづ
くり振
興課

①南風原町都市計画審議会
（女性委員1人／10人中）
②南風原町景観計画策定委員会
（女性委員1人／8人中）

B
①南風原町都市計画審議会
（女性委員1人／10人中）

都市計画審議会委員は条例により
学識経験者、町議会議員、行政関
係者と定められています。景観計
画策定委員に女性委員を登用する
事が出来ました。

野原義幸

産業振
興課

①南風原町中小企業・小規模企業振興審議会
（女性委員２人／10人中）
②人・農地プラン作成事業検討委員
（女性委員2人／8人中）

B
審議会委員の中に女性の登用を積
極的に図ります。

女性委員登用を積極的に図りま
す。

金城民明
金城　周

①審議会・委員会
など意思決定の場
での女性登用率の
向上

審議会・委員会委員の選任方法について、可能な限
り公募による委員を募集するなど女性委員が登用さ
れやすいように見直しを図り、幅広い人材の登用に
努めます。また、審議会・委員会等における女性委
員のいない審議会等の解消や、第四次総合計画の目
標である女性委員比率の５０%に向けて積極的に取
り組みます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった

平成30年度実績の評価
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資料２

方針４．女性の能力を活かすための積極的方策の推進

(１)政策・意思決定過程への女性の参画拡大（まじゅんプラン37～40P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

企画財
政課

男女共同参画週間に町民ホールで女性のエンパ
ワーメントについてのパネルを展示し、職員の意
識啓発を行いました。
また、１１月には町職員及び関係者向けの研修会
を開催し、職員への周知を図りました。

A

引き続き男女共同参画週間でパネ
ル展を開催し職員の意識啓発を図
るとともに、職員及び町民向けの
意識啓発の研修の開催します。

金城裕弥

総務課

　研修などへの参加については、男女問わず受講
勧奨を実施。特に女性リーダーをテーマにした内
容の研修参加については対象職員に対し個別に受
講勧奨を行いました。

A 平成３０年度実績に同じ。
平成31年4月1日現在、女性管理
職は５名となり、平成30年度と
比較し１名増となりました。

大城裕昭

③人材に関する情
報の収集と発掘

企画財
政課

町内女性団体等代表者のリストを更新を行いまし
た。

B

町内女性団体等のリストを更新す
るとともに、各分野で活躍する女
性人材について新たに発掘し、女
性人材リストとしての充実を図り
ます。

金城裕弥

④民間企業・団体
等に対する女性の
管理職登用の啓発
実施

産業振
興課

女性の採用・女性管理職登用に関する啓発チラ
シ・ポスターを窓口設置し、商工会とも連携して
啓発に努めました。

B
広報誌等を活用し周知していきま
す。

金城民明

⑤防災の分野に関
する意見の反映や
女性委員の登用

総務課
図上訓練において、シナリオに障がいを持つ方へ
の対応を取り入れ、災害時の対応を確認しまし
た。

A

防災訓練において、積極的に女性
や障がいを持った方の意見を取り
入れ、実際に訓練に反映させてい
きます。

訓練において、女性の視点も取り
入れていきます。

山城咲貴

町の地域防災計画や災害時の避難や被災後の生活で
の様々な問題を解決するために女性や障がいを持っ
た方の視点を取り入れたり、防災会議の委員などに
登用するよう努めます。

実施事業名称または内容等

②役場女性職員の
管理職への登用促
進

女性職員について、研修などへの積極的な参加を促
すとともに、やる気のある女性の昇任・管理職への
登用、職域の拡大を図るなど、積極的改善措置（ポ
ジティブアクション）の働きかけを行います。ま
た、このような女性職員をサポートするため、多く
の職員の理解がある環境を整備します。

町民の参画・協働を図る様々な場面において、女性
団体長のリストを活用していくとともに、その更新
を図ります。併せて、各分野で活躍する町内の女性
人材について、個人情報に配慮しつつ収集・整理・
発掘を行い、女性人材リストとしての充実を検討し
ます。

民間企業や商工会等関係団体、自治会等に対し、女
性の登用・女性管理職登用の啓発に努めます。ま
た、広報紙等を活用し、女性自治会長や女性起業
家・事業者等の女性リーダーの紹介を行うなど、意
識啓発に努めます。

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

具体的な施策 取り組みの内容 担当課

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

(２)女性のエンパワーメントに対する支援の充実（まじゅんプラン41～43P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

企画財
政課

２年連続で南風原町から女性の翼への派遣希望者
を推薦し、研修費の助成を行いました。
また、派遣者は研修の終了後に女性団体等交流会
にて報告会を開催し、情報の共有を図りました。

A
引き続き、女性の翼への推薦及び
報告会の開催を予定します。

金城裕弥

生涯学
習文化
課

町女性連合会が主催する女性リーダー研修会に対
し、補助金を支出するとともに、研修企画の支援
を行いました。

A

今年度からリーダー研修に対する
補助金は行わないが、企画立案の
補助等で研修に対し助成を継続し
ていきます。

今後も推進していきます。 津波古充晃

②女性団体連絡協
議会の設立支援

企画財
政課

女性団体等交流会を１回開催し、女性団体の連携
を図りました。また、沖縄県女性海外セミナーに
参加した方をお呼びし、研修報告も行いました。

B
引き続き女性団体等交流会を開催
し、女団協の立ち上げの支援しま
す。

すぐに女団協の設立は厳しいた
め、現時点では連携強化・情報共
有などを目的に開催します。

金城裕弥

企画財
政課

おきなわ女性財団の実施する講座の広報を行いま
した。また、女性のエンパワーメントの観点か
ら、女性団体等交流会において、沖縄県女性海外
セミナーの研修報告を行い、研修内容の共有を図
りました。

B
関係機関と連携し、女性のための
職業能力開発講座等の周知・普及
を図ります。

金城裕弥

生涯学
習文化
課

公民館学級講座で「手作り折り紙雛人形」「ズン
バ＆ピラテイス｝「袋物工芸」「腸もみ」「押し
花教室」「結書」「カラー」｢免疫力をあげるた
めの健康講座｣等1８講座を実施し、女性が元気
いきいき健康な体作りに向けた講座を新たに実施
しました。

A

公民館学級講座で「手作り折り紙
雛人形」「おうちパン｝「パステ
ルアート」「家庭料理」「お片付
け等新たな講座を取り入れた講座
を開設し、女性が元気いきいき健
康な体作りに向けた講座を新たに
実施します。

楽しく学べる講座の開設に努めま
す。

上原　守

④女性起業家への
支援

産業振
興課

平成２９年策定した「創業支援事業計画」に基づ
き商工会と連携し起業希望者の対応を数件行いま
した。
具体的計画段階にない起業希望者にはインキュ
ベーションプラザを紹介しました。

B

「創業支援事業計画」に基づき、
沖縄ビジネスインキュベーション
プラザと連携を図り、女性起業家
向けの創業塾を開催し、女性起業
家への支援を図ります。

左記の計画に基づき、支援を図っ
ていきます。

金城民明

方針４．女性の能力を活かすための積極的方策の推進

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

町商工会等の関係機関と連携し、女性起業家育成の
ための講座の実施、情報提供や相談を行います。

備考(現状、今後の方向性等 記入担当者
(フルネーム)

①女性リーダーの
育成

各団体や地域等で活動する女性リーダーの育成に向
け、国内外の各種研修への派遣を継続するととも
に、女性リーダー研修の実施や女性のエンパワーメ
ントにつながる生涯学習講座等の実施に努めます。

女性のエンパワーメントと交流につながる取り組み
である女性団体等交流会を発展させ、女性団体の連
携を図りながら町女性団体連絡協議会の立ち上げを
支援します。

③女性のための職
業能力開発講座等
の充実

関係機関等との連携のもと、女性の能力開発のため
の講座の実施・充実に努めます。

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針５．平和への貢献。国際協調と文化の創造

(１)平和の継承と発言（まじゅんプラン44～46P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

①平和特別授業の
開催等の取り組み
や平和交流の推進

生涯学
習文化
課

学校での平和学習の取り組みでは、学校コーディ
ネーターや平和ガイドと協力し戦争体験者をお招
きしたり、紙芝居等で子どもたちに戦争の実相を
伝えたりすることができました。企画展では第
81回「海外に残る日本軍の足跡」を開催しまし
た。子ども平和学習交流事業は予定通り、８人の
小学６年生が事前学習本研修を重ね報告書を発刊
しました。

A

平成30年度の実績と同様に、学校
の対応を充実させること、企画展
は開館30周年を機にこれまでの南
風原町の平和への取り組みを振り
返り、第84回企画展「戦争と平和
を考えた南風原町の取り組み」を
開催します。子ども平和学習は新
6年生を平年通りのプログラムで
学習を重ねていきます。

あらためて、「平和学習」の意味
を先生方やコーディネーターらと
話し合い、着実な実績と今後に向
けた情報の収集、常にアンテナを
高く上げ、状況に応じた取り組み
を積極的に行える体制を整えてい
きます。

平良次子

②家庭・学校・地
域における平和教
育等の推進

生涯学
習文化
課

小・中学校の平和学習への講師派遣や、戦争遺物
の貸し出しなどを行いました。

「沖縄陸軍病院南風原壕群20号現況調査検討部
会」、「沖縄陸軍病院南風原壕群及び黄金森周辺
戦跡活用検討部会」の中で検討した内容を取りま
とめました。取りまとめた内容は、町文化財保護
委員会より南風原町に答申されました。
また、南風原平和ガイドの第10期生の養成講座
を実施し、最終的に7名のガイドを養成しまし
た。

A

引き続き、小・中学校の平和学習
への講師派遣や、戦争遺物の貸し
出しなどを行います。

平成30年度に南風原町文化財保護
委員会より答申された陸軍病院壕
の保存・活用の施策の実行を図り
ます。

過去2年間は、20号壕の入壕者数
が1万人を下回っているため、入
壕者数の増加を図っていきます。
また、見学者の学習の満足度を高
めるため、今後も飯上げ体験を実
施するとともに、見学者の学習
ニーズに答えた平和学習の検討を
行います。

保久盛陽

③平和事業の活動
拠点を活かした事
業の充実

生涯学
習文化
課

子ども平和学習のOB会「アオギリ.com」は、自
分たちで、計画通りの活動を継続しました。子ど
も平和学習交流事業参加者OBの中から、新たな
活動の提案もあり、今後の組織での活動について
の検討が確認しました。

A
平和を考える若者たちの組織とし
て、新たな提案と共に、具体的な
活動計画を策定します。

常に情報を共有し、若者たちの意
見交換の場を取り入れ、創造的な
活動ができるバックアップ体制を
考える必要を感じます。

平良次子

記入担当者
(フルネーム)

平和教育において「南風原文化センター」での戦
争・平和に関する講話や展示会、学校に出向いての
特別授業を実施し、平和の大事さを伝えるなど平和
学習の機会を充実させ、戦争と平和、人権や差別な
どを地域との交流を通して学ぶ機会を創ります。

学校教育や生涯学習と連携し平和学習の推進を図り
ます。また、沖縄陸軍病院南風原壕群の保存・活用
を図るとともに南風原平和ガイドの会の育成・支
援、平和ガイドとして町民の参画を促進します。

子ども平和学習事業の充実と、そのOB達からなる
「アオギリ．com」およびその下部組織の「南風原
ユース」の組織強化などを通し、継続した平和学習
と実践的な活動の拡充に取り組みます。

具体的な施策 取り組みの内容 担当課
実施事業名称または内容等

備考(現状、今後の方向性等

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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資料２

方針５．平和への貢献。国際協調と文化の創造

(２)国際交流と伝統文化の継承（まじゅんプラン47～49P）

平成30年度実績 評価 令和元年度予定

①国際交流事業の
充実

生涯学
習文化
課

アメリカ合衆国ハワイ州ホノルル市へ中学生を
10名（男子2名女子8名）派遣しました。

A
カナダ国レスブリッジ市等へ中学
生を10名派遣予定です。

継続して事業を行うことで国際交
流に関わる人材育成の人数を増や
し、OBOGを事前研修に活用する
等世代間の交流を図ることで伝統
的な意識付けを行います。

髙良浩子

②海外移住者子弟
研修生受け入れ事
業、海外青年派遣
事業の実施

生涯学
習文化
課

9月から12月までの3ヶ月間、アルゼンチンから
1人の研修生を受け入れ、書道、料理、日本語等
の研修を重ね、学校に出向いて、自国の紹介を他
の市町村の研修生とともに取り組みました。

A 事業無し
予算状況を鑑み、より充実した研
修、今後の方向性を見据えたつな
がりを継承していきます。

平良次子

③国際理解を深め
られる機会の創出

生涯学
習文化
課

海外の友好協会等の催し物の講演や協力をしまし
た。
外国人来館者へ、積極的に繋がりを持ち、英語の
ガイドブックや映像などを積極的に活用しまし
た。

A 平成３０年度実績に同じ。

海外の来館者へのスムースな対
応、事業の共催などの申し入れ
に、積極的に取り組める体制を考
えていきます。

平良次子

④地域における伝
統芸能・文化の継
承

生涯学
習文化
課

伝統芸能活性化のため補助金の交付を2団体見込
んでいましたが1団体（喜屋武）から要望があり
1団体のみ実施しました。

B
令和元年度は、各字の要望を確認
する予定です。

令和2年度には、各字の要望を確
認して予算要望する予定です。

金城敏和

⑤琉球絣、南風原
花織(町の特産品)
の担い手の育成支
援

産業振
興課

南風原花織が伝統的工芸品に指定され、振興対策
事業として、後継者育成事業と販路開拓事業を実
施しました。琉球絣の後継者育成事業では男性2
名、女性4名、南風原花織の後継者育成事業では
女性6名の担い手の育成を行いました。

A
琉球絣、南風原花織の後継者育成
事業を通じて、担い手の育成を行
います。

これまで通り実施します。 山中安麿

⑥伝統工芸の発信
と他産地との交流
による発展

産業振
興課

国、県、町からの負担金や、町からの補助金を活
用し、県外での展示・販売会を行いました。

A

琉球絣、南風原花織の販路開拓事
業、宣伝活動事業、展示即売事業
をとおして、琉球絣、南風原花織
の振興を行います。

これまで通り実施します。 山中安麿

町内の中学生をハワイとカナダへ交互に派遣し、海
外の文化や現地生活の体験を通して国際理解を深
め、広い視野を持った豊かな人材を育成します。ま
た、今後も派遣する児童、生徒とともに友好都市
（カナダ：レスブリッジ市）への町職員派遣を推進
し、派遣を希望する町職員をできるだけ多く派遣で
きるよう努めます。

南風原町から海外へ移住した人々の子弟を受け入れ
交流を重ねることにより互いの理解を深め、その経
験を自国の発展に役立てることができるような人材
育成を目指し、今後は町から海外への人材派遣も推
進していきます。

海外展の開催や町内外に在住する外国人と交流する
イベントなどを開催することで海外を身近に感じ、
国際理解を深められるような取り組みを充実させま
す。

各字にある棒術や獅子舞等を町指定文化財へ指定し
後継者の育成を図ることや他市町村との共催による
芸能交流会の開催などを検討し伝統芸能の保存、継
承を図ります。

町の特産品である琉球絣や南風原花織の町内伝統工
芸を保存するために男性、女性にこだわらず多くの
担い手の育成を支援します。

南風原町の伝統的な織物を国内外、県内外に積極的
にアピールする機会を作り、これまで構築してきた
他の地域とのネットワークを駆使し、交流をより深
めながら更なる技術、生産の発展を目指します。

実施事業名称または内容等
備考(現状、今後の方向性等 記入担当者

(フルネーム)
具体的な施策 取り組みの内容 担当課

平成30年度実績の評価

A：実施できた B：概ね実施することができた

C：一部しか実施できなかった D：実施できなかった
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